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(2) 都市空間形成の方向性(将来都市構造) 

本市は、これまで、北九州市都市計画マスタープランにおいて、｢街なか｣の重点化や｢拠点地区｣

における都市機能の強化を都市づくりの基本としてきましたが、今後とも、これら｢街なか｣の｢拠

点｣を重視する考え方を継続することとします。 

本市の目指すべき都市像を描くと、下図のとおり、都心･副都心、地域拠点とこれらを結ぶ軸を

骨格とする都市構造となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点の構造とまちづくりの方向性 

コンパクトザウルス 

北九州市の拠点とこれらを結ぶ軸を骨格とする、

都市構造型キャラクター。子供たちをはじめ多く

の人に、コンパクトなまちづくりに関心を持って

もらうため、現れました。街なか出身。 

響灘地区につながる、歴史と

水辺の景観を生かした、歩い

て便利に暮らせるまちづくり 

先端科学技術に関する教育・研究機関が 

集積し、良好な住宅地が形成された複合 

的なまちづくり 

新旧の産業が融合し、教育・芸術施設

や博物館等観光資源を生かした、多く

の人が楽しみ、学ぶことができるまち

づくり 

港町としての歴史・文化を継承する 

広域観光拠点として多くの人が訪れる 

まちづくり 

交通結節機能を生かした、 

地 域 と の 交 流 を 深 め る 

学園都市としての魅力ある 

まちづくり 

 

本市の南西部における暮らしを支える拠点としての、 

長崎街道の歴史と文化を生かしたまちづくり 

 

北九州都市圏西部の中核を担う広域集客 

拠点としての、商業・業務・文化など高次の 

都市機能が集積された、質の高い居住環境を 

有する個性のあるまちづくり 

 

福祉施設や公共施設・商業等の

都市機能が集積された、便利で

豊かさのあるまちづくり 

２００万人規模の北九州都市圏

の中核として、国際的・広域的

な交流拠点にふさわしい、様々

な、高次都市機能が集積された

躍動的で魅力豊かなまちづくり 

海と山に囲まれた魅力的な景観を

背景に、多様な世代が住む、にぎわ

い空間のあるまちづくり 

城野ゼロ・カーボン先進街区の取組み

や交通の拠点性を生かした、環境未来

都市にふさわしいまちづくり 

 

北九州空港跡地の産業団地など、

駅周辺の交通拠点性を生かした、

便利で暮らしやすいまちづくり 

 
子育てしやすく高齢社会にも対応

した、持続可能で利便性の高い住宅

市街地としてのまちづくり 

～「コンパクトザウルス」型都市構造を目指して～ 

凡例 

 
都心・副都心 

 
地域拠点 

 都心、副都心、地域拠

点相互を接続する軸 

 
市街化区域 

 


